
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









第869回 紫波町農業委員会総会議事録


























令和8年5月20日開催



紫波町農業委員会


第869回紫波町農業委員会総会　議事録

　第869回紫波町農業委員会総会は、令和8年5月20日、紫波町役場に招集された。

1　開催日時　　令和8年5月20日(水）午後1時30分から　午後2時24分

2　開催場所    紫波町役場　302会議室

3  議事日程
日程第1		 　　   議事録署名委員の指名
日程第2               会期の決定
日程第3　報告第1号　農地法第18条の規定による農用地貸借契約の合意解約について
         報告第2号　農地法第３条の３の規定による農地の相続等の届出について
          報告第3号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出に
ついて
日程第4  議案第1号　農地法第３条の規定による許可申請に対する許否の決定について
日程第5  議案第2号　農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につい
　　　　　　　　　 て
日程第6  議案第3号　農地法の適用外証明願に対する可否の決定について
日程第7　議案第4号　農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について
日程第8  議案第5号　遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定について

　　　1番　蒲生庄平　君　　　3番　大沼仁志　君　　　4番　鈴木芳勝　君
　　　5番　山田　讓　君　　　6番　佐藤武士　君　　　8番　髙橋伸夫　君
　　　9番　横沢一則　君　 　10番　佐藤廣志　君　　 11番　工藤姫子　君　
　 12番　岡市充司　君

5　欠席委員　（2名）
2番　若菜千穂　君　　　7番　菅川　正　君

6　遅刻委員　　な　し

7  紫波町農業委員会会議規則第16条第1項及び第2項の規定により出席した説明員
  　 事務局長　　　　高田　浩一　　君
　　 事務局次長　　　佐藤美智雄　　君
　　 主査　　　　　　大沼　千笑　　君
主任　　　 　　 藤根あけみ　　君

○事務局長（高田浩一君）
　　　ただ今から、第868回紫波町農業委員会総会を開会いたします。
　　　次第に沿って進めさせていただきます。
      最初に、岡市会長よりご挨拶をお願いします。
○会長（岡市充司君）
皆様ご苦労様です。ここ三日くらいかなり暑い日が続いておりますけれど、体調を崩されないように頑張っていただきたいと思います。農繁期となりまして管内の田植え作業も大分進んでいるように見受けられます。昔から米づくりは苗作り、そして田植えが終われば半分終わりと言われておりますが、ここまでは順調に推移していると思われます。
最近のテレビや新聞の報道では、トランプとイランの問題でもちきりですが、石油を含め物価上昇など今後どうなるか全く予想がつかない状態でございます。
今年の天候は比較的暖かい日が続き、桜の花も1週間ほど早く咲きました。我々農業者にとりましては穏やかな天候が一番望まれるところですが、何せ自然が相手の仕事ですので、うまく付き合っていかなければならないと思っております。
それでは本日の審議よろしくお願いたします。

○事務局長（高田浩一君）
　　　ありがとうございました。
総会の進行につきましては、紫波町農業委員会会議規則第9条により、会長が議長
の任に当たることになってございますので、以後の進行につきましては議長にお願いいたします。

○議長（岡市充司君）
　　　慣例により紫波町農業委員会憲章を朗読いたしますので、委員の皆様はご起立をお願いします。
　　　私が前文を朗読しますので、委員の皆様は各項目についてご唱和をお願いします。
　　　（憲章を唱和）

○議長（岡市充司君）
　　　ただ今の出席委員は10名であります。定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。欠席通告は、2番 若菜千穂委員、7番 菅川正委員であります。

○議長（岡市充司君）
　　　直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。日程に入るに先立ち業務報告を行います。事務局から業務報告を求めます。
　　　高田事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　業務報告をいたします。議案1ページをお開きください。
（業務報告書朗読）
○議長（岡市充司君）
　　　以上で業務報告を終わります。
　　　これより本日の議事日程に入ります。

○議長（岡市充司君）
      日程第1　議事録署名委員の指名を行います。
　　　議事録署名委員は、紫波町農業委員会会議規則第30条の2の規定により、議長において3番 大沼仁志委員、4番 鈴木芳勝委員を指名いたします。
○議長（岡市充司君）
　日程第2　会期の決定を議題といたします。
      お諮りいたします。本総会の会期は、本日一日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）

○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって会期は本日一日間と決定いたしました。なお、会期中の審議予定については、お手元に配付いたしましたとおりですので、ご了承願います。

○議長（岡市充司君）
     　日程第3  報告に入ります。
紫波町農業委員会会長等の専決に関する規程第2条第1項の規定により、専決処分
した件数が19件ありますので、同条第2項の規定により報告いたします。
報告第1号　農地法第18条の規定による農用地貸借契約の合意解約について
報告第2号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
報告第3号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出について
事務局の説明を求めます。
藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
　　　報告第1号 農地法第18条の規定による農用地貸借契約の合意解約の通知が1件あり、専決いたしましたのでご報告します。
（議案書朗読）
報告第2号 農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出がについて提出されましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
報告第3号、紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出があり、専決により処理いたしましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
	以上で報告を終結いたします。
○議長（岡市充司君）
　　　日程第4　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　　　藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
調査資料が1ページからになりますので併せてご覧ください。
議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定についてご説明します。
（議案書朗読）
　　　この案件につきましては、農地調整小委員会においてご審議いただいております。本会のご審議、よろしくお願いします。
○議長（岡市充司君）
　　　ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議していますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
[bookmark: _Hlk78807501]議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する許否の決定について」、農地調整小委員会での審議経過を報告します。
付議番号１番及び２番は組田で、区画整備事業に賛同しなかったため未整備になっているものです。また、２番については相続放棄による財産整理が行われているため譲渡人が相続財産管理人となっております。１番及び２番の譲受人は同一人物で、農地と併せて住宅を取得し、農業従事者ではありませんが、配偶者の実家が町内で農業に従事していることから耕作に支障はないものと思われます。
３番の譲渡人は相続により当該土地を取得しております。元々、被相続人と譲受人の間で当該土地の貸借があり、譲受人が耕作を行っていたこと、譲受人には後継者がいることから耕作に支障はないと思われます。
４番は当該土地の隣接地に居住する者を譲受人として譲渡しようとするものです。
５番は太陽光パネル下部農地の耕作に係る貸借です。当該土地は以前に別事業者による下部耕作が行われていましたが事業者の経営破綻により耕作放棄されていました。今回の借受人は他市町村で事業実績がある農地所有適格法人となりますが、既存の太陽光パネルの形状、作付予定作物の種類等に不安要素も否めないため、現地確認による経過観察を前提として許可をする方向で考えたいと思います。
農地調整小委員会では、この案件は農地の最適化を図るものとして、地域との調和要件についても、問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が農地調整小委員会での審議案件です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって、議案第1号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
日程第5　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につ
いて、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、をご説明いたします。
今回の案件は　新規21件、更新52件の合計73件です。農用地利用集積等促進計画は、令和７年３月に策定した「地域計画」に基づいて、農用地の利用を図っていくものです。目標地図に基づき、利用権の設定を受ける者は、地域計画の担い手として位置付けられている、又は今後の見直しで担い手に位置付けることになりますので、そのことにご留意のうえ、ご審議をお願いします。
農用地集積等促進計画は、所有者から 農地中間管理機構が農地中間管理権の設定を受け、担い手に転貸をする一括方式で 農地中間管理権 を設定するものです。
資料の備考欄には地域計画の「地域」を表示しております。
また、岩手県農業公社を介しての手続きとなります。
（議案書朗読）
以上の案件につきましては、4月16日の農地調整小委員会でご審議いただき、農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第11項に規定された要件を満たしていることをご判断いただいております。よろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
議案第2号「農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について」、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号1番は前借受人の死亡に伴い改めて中間管理権の設定を行うものです。借受人は、祖父より農業経営を引き継いでいる認定農業者です。
2番の借受人及び貸主ともに町外となります。貸主が高齢のため依頼するものです。借受人は農業経営をしており問題ないと思われます。
3番及び4番の借受人は認定農業者の後継者で、農機具等を一式所有しており耕作に支障はありません。
5番の借受人は町外居住者ですが、当町に新規就農者の経営計画を提出している者です。
6番の土地は水田に挟まれた湿地となっているため牧草地として使用しづらいことから、水田として借受人が使用するものです。借受人は認定農業者であり耕作に支障はありません。
7番及び8番の借受人は同一人物で水稲・畜産を行っている認定農業者です。７番の土地は貸主が農業従事しないため依頼するものですが、イノシシが出没することから水田ではなく牧草地として使用するもの、８番の土地は２月申請を行った際に漏れた分を申請するものです。
9番は貸主が体調不良のため依頼するものですが、借受人は生産組合の組合長を務める者でもあり耕作に問題はないと思われます。
10番の貸主は病気のため農業従事が出来なくなったため以前より依頼を行っていた借受人に当該土地についても依頼することとなったものです。借受人は後継となる子とともに耕作面積の拡大を進めており、積載車も所有していることから借受人の居住地と対象土地が離れていても作業に支障はありません。
11番は貸主が相続により農地を取得したが農業従事していないため依頼するものです。借受人の配偶者の実家が農家であり農機具一式を所有していることから耕作に支障はないと思われます。
12番は対象土地が貸主の居住地と離れていること、農業従事していないことから依頼するものです。借受人は農機具一式を所有しており耕作に支障はないと思われます。
13番は貸主の体調不良とこれまで依頼していた方が受け入れをしなくなったことによるものです。借受人は乾燥作業のみJA委託とし、家族も農業に従事しております。
14番は貸主が単身赴任もある勤め人で農業従事が出来ないため依頼を行うものです。借受人は子も農業に従事しており、耕作に支障はないと思われます。
15番と16番の借受人は同一の農事組合法人です。これまでも実績があり支障はありません。なお、契約期間については固定資産税軽減を考慮して10年以上で設定したとのことです。
17番の土地は２～３年前まで麦を耕作していました。現在は休耕田となっていますが、貸主は耕作を希望しており、隣組で認定農業者でもある借受人に依頼したものです。
18番と19番の貸主は同一人物です。これまでは町外の農事組合法人と契約し、自身が法人の構成員として耕作していましたが、高齢のため作業場より離れたところにある当該土地の耕作が困難となり、地元の方へ依頼するものです。18番の借受人は地域の中心的担い手であり、隣接する水田の所有者であることから耕作に支障はありません。19番の借受人は認定農業者であり、同じく隣接する水田を所有するほか、以前より貸主の水田の水管理補助を行っていたとのことで、こちらも支障はありません。
20番の借受人は地域計画の担い手のひとりであり、支障はないと思われます。
21番の貸主は県外に居住しております。一昨年までは別の方に依頼しており畑として耕作されていましたが、耕作作物を水稲に戻す際に受け入れを断られた経緯があります。借受人は地域計画の担い手のひとりであり、農機具一式の他、ドローンも所有しており作業に支障はないと思われます。
付議番号1番から21番までの案件は、地域の担い手として営農継続性が認められ、地域との調和要件についても問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以下22番から73番については、相対契約から中間管理事業に移行したもの、または中間管理事業の契約更新をするものであり、これまで同様、良好な耕作管理が期待できるものです。
以上が審議経過です。審議よろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第2号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　日程第6　議案第3号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、を議
題といたします。
事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第３号、農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、内容を説明いたします。議案書は、25ページをご覧ください。また、別添調査資料につきましては、11ページとなりますので、併せてご覧ください。申請件数は１件です。
（議案書朗読）
本案件につきましては、5月15日に現地調査を行っております。証明願に対する可否の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施していますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
8番委員。
○8番（髙橋伸夫君）
　議案第3号の農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、現地調査を5月15日、私と佐藤ゆり子推進員、佐々木正明推進員の3名で行って参りました。資料にもありますとおり、境界に非常に細長く伸びている狭小な農地でございますので、適用外にすることは問題ないと見ておりました。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第3号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第3号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第7　議案第4号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第4号、農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は26ページをご覧ください。申請件数は５件です。内訳は賃貸借が1件、使用貸借が2件、所有権移転が2件です。別添調査資料は12ページから26ページになります。
（議案書朗読）
以上、５案件につきましては、５月15日に現地調査を行っております。各案件とも調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
8番委員。
○8番（髙橋伸夫君）
　農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定につきまして、5月15日に私、佐藤ゆり子推進委員、佐々木正明推進委員の3名で現地調査を行って参りました。
付議番号1番は、譲渡人の住宅の前にある水田で、1筆の中で育苗ハウスがありますがその端の方に住宅を建設するということで、両側には水田がありますが特段影響がないものと見てまいりました。
付議番号2番は、3条の付議番号5番にあります農地の使用貸借の太陽光発電の基礎部分の一時転用ということで、現状は草が生えておりますけれども、基礎部分だけの転用というものですから特段影響がないものと見てまいりました。
続いて付議番号3番でございますが、周辺に農地がないということもあり、影響はないと見てまいりました。
付議番号4番、ここは国道4号に隣接する自動車販売の駐車場を拡張するということで、両側には国道、それから駐車場があり、影響はないと見てまいりました。
付議番号5番、ここも宅地の中に3辺が接しておりまして、300㎡のみの転用ということで周辺の農地に影響はないと見てまいりました。以上です。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第4号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第4号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第8　議案第5号 遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定について、を議題といたします。
　　　事務局の説明を求めます。
　　　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第5号　遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定についてご説明します。
[bookmark: _GoBack]非農地につきましては、本来この時期に判定するものではございませんが、■■■■■の畑につきまして、養魚池造成のために無断転用しているとの通報を受け、5月15日に緊急案件として調査したものです。なお、現場につきましては、所有者本人に説明し、工事を中止しております。
本来であれば、農政小委員会に付議すべき案件でありますが、緊急であるため、小委員長の了解を得て、総会に諮るものであります。
本案件につきましては、5月15日に現地調査を行っております。農地非農地の判定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
8番委員。
○8番（髙橋伸夫君）
議案第5号　遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定につきまして、付議番号1番の意見につきまして5月15日に私、佐藤ゆり子推進委員、佐々木正明推進員の3名で現地を見てまいりました。
現地は道路の脇に川があって山との間にある灌木が生えている土地で、周りに農地がない状態でございますので、これは非農地に判断してもよろしいのではないかと見てまいりました。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
11番委員。
○11番（工藤姫子君）
　　　地元選出の町議さんから連絡がありまして、見に行ってきました。池を作って、淡水魚をここで繁殖させる計画があったそうで、事務局からの説明にもありましたとおり、あそこは青筋が通っておりまして、赤沢水稲の水田に水を引く堰がございまして、いかがなものかという話が出ていたもので、池の計画を聞いていれば教えてほしいのですが。
○議長（岡市充司君）
　　　何か事務局の方で経過について話聞いてますか。
　　　事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　養魚池を作りたいということで、現地で工事といいますか作業を始めていたようなのですが、それが町の青筋にも工事が及んでいるということで、土木課から情報提供がありまして、土木課では青筋で工事をやることであれば、許可なり事業計画を示してくださいと指導しているということで、農業委員会としては畑なので工事をストップしてください。現地の状況はどうなのですかということで、所有者を呼んで確認して、荒れているということで、現地を確認して非農地判断できるかということで、現地確認したところです。
　　　ご質問のありました養魚池の事業計画、規模、内容については、詳しく把握していないので、後ほど土木課なり本人から聞くか、町の環境保全委員会というところで審議になるか確認したところでお示しさせていただきたいと考えております。
○議長（岡市充司君）
　　　13番議員よろしいですか。
○13番議員（工藤姫子君）
　　　はい。
○議長（岡市充司君）
　　　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第5号 遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第5号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。


○議長（岡市充司君）
　　　以上、本日予定しておりました日程のすべてを終了いたしました。
　　　これをもちまして、第869回紫波町農業委員会総会を閉会いたします。


午後2時24分　　閉　会
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